
 参考資料２ P1 

１ 趣旨 

２ 調査の方法 

①調査地域 埼玉県内６市（川越市、川口市、所沢市、加須市、本庄市、三郷市） 
②調査対象 満２０歳以上の男女個人 
③標 本 数 ３，０００（上記６市から５００ずつ） 
④抽出方法 住民基本台帳による無作為抽出 
⑤調査方法 郵送による書類調査 
⑥調査時期 平成２４年７～９月 

３ 回収結果 

①標本数    ３，０００   ②有効回収数   ９０９ 
③調査不能数 ２，０９１   ④有効回収率 ３０．３％ 
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【平成２４年度 地球温暖化に関する震災後の県民の意識・行動調査（概要）】 

４ 主な質問項目 

①省エネの取組状況、②ＬＥＤ照明の導入意向、③省エネ家電の導入意向、 
④高効率給湯器の導入意向、⑤建物の断熱化の意向、 
⑥グリーンエネルギー自動車の導入意向、⑦太陽光発電の導入意向、 
⑧エアコン買い換えタイミングの考え、⑨住宅の断熱化のタイミングの考え、 
⑩地球温暖化対策の考え、⑪省エネへの関心、⑫節電・省エネ意識の変化、 
⑬温暖化対策で取り組むべき対策の考え、⑭夜型生活の考え 

①川越

市, 155, 
17% ②川口

市, 158, 
17% 

③本庄

市, 133, 
15% 

④三郷

市, 128, 
14% 

⑤所沢

市, 169, 
19% 

⑥加須

市, 166, 
18% 

回答者の地域別内訳 n=909 

男性 
355 

39.1% 
女性 
464 

51.0% 

不明 
90 

9.9% 

回答者の性別内訳 n=909 

２０代, 

65, 7% ３０代, 

132, 14% 

４０代, 

115, 13% 

５０代, 

145, 16% 

６０代, 

242, 27% 

７０歳以

上, 172, 

19% 

不明, 38, 

4% 

回答者の年代別内訳 n=909 

持家（一戸

建）, 617, 

68% 

持家（マン

ションなど

の分譲住

宅）, 109, 

12% 

借家（マン

ション、ア

パート、一

戸建、社

宅、寮）, 

136, 15% 

その他, 

15, 2% 
不明, 32, 

3% 

回答者の住まい別内訳 n=909 

地球温暖化に関する震災後の県民の意
識・行動を把握 

ナビ見直しの際に、施策間の優先順位を
判断する材料として活用 

【省エネの取組や省エネ型の製品・設備の利用状況等について〔①省エネ取組〕】 

52.3% 

92.0% 

56.0% 

57.0% 

47.1% 

34.7% 

34.5% 

56.5% 

76.6% 

4.1% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

テレビなど家電製品を使わないときは、主電源を切ったり、コンセント

からプラグを抜く 

不要な照明はこまめに消す 

冷暖房温度を夏は28℃、冬は20℃を目安に設定する 

冷蔵庫に物を詰めすぎないことやドアの開閉に注意する 

風呂の残り湯を洗濯に使う 

外出時に極力自動車に乗らないで、徒歩、自転車、公共交通機関を

利用する 

ふんわりアクセルなど、エコドライブを実践する 

買い物の際にレジ袋を断り、マイバックを使う 

紙類や飲料容器などのリサイクルに協力する 

その他 

Ｇ１：省エネの取組について、現在取り組んでいるもの（複数回答） n= 909 

「不要な照明はこまめに消す」など日常的に気を遣えばできる項目が高かった。 

◎県民調査の限界（郵送調査） 
⇒①回収率：30.3％（標本抽出数3,000本に対し回収909本）と低かった。 
 ②環境に関心を寄せた人以外に回答されていない可能性もある。 
⇒同時期実施の「埼玉県政世論調査」（訪問調査:回収率：73.1％）の類似７設問の結果を比較 
⇒全体的に同じ傾向⇒信頼性はある。 
 ただし、県民調査の方が県政世論調査よりも若干高めの数値⇒割り引いて結果を見る必要 
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【省エネの取組や省エネ型の製品・設備の利用状況等について〔①省エネ取組、②LED照明、③省エネ家電】 

39.4% 

52.7% 

3.9% 

0.9% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

使っている 

今後使いたい 

知っているが使いたいとは思わない 

知らない 

 Ｇ２：ＬＥＤ照明 n=909 

44.8% 

45.5% 

4.0% 

1.7% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

使っている 

今後使いたい 

知っているが使いたいとは思わない 

知らない 

Ｇ４：省ｴﾈﾙｷﾞｰ性能の高いｴｱｺﾝ、冷蔵庫、ﾃﾚﾋﾞ n= 909 

48.1% 

79.9% 

53.1% 

53.4% 

25.9% 

40.6% 

30.4% 

31.1% 

48.0% 

59.4% 

2.6% 

4.1% 

5.7% 

52.3% 

92.0% 

56.0% 

57.0% 

0.0% 

47.1% 

34.7% 

34.5% 

56.5% 

76.6% 

4.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

（１） 家電製品の主電源を切ったり、プラグを抜く            

（２） 不要な照明はこまめに消す                            

（３） 冷房温度を28℃を目安に設定する                      

（４） 冷蔵庫の詰めすぎやドアの開閉に注意する              

（５） ＬＥＤ照明を利用する   

（６） 風呂の残り湯を洗濯に使う                            

（７） 徒歩、自転車、公共交通機関を利用する                

（８） エコドライブを実践する 

（９） 買い物の際にマイバックを使う                        

（10） 紙類や飲料容器などのリサイクルに協力する            

（11） その他                

（12） 特に何もしない        

 無回答                      

県政世論調査と県民調査との結果比較【①今年の夏に取り組んでいる省エネ取組】 

問18 今年の夏に取り組んで

いるもの（県政世論調査）
n=2,193 

Q1 省エネの取組について、

現在取り組んでいるもの（県

民調査）n=909 

「今後使いたい」「使っている」を合わせ９割超が、その効果を認め今後使用することになる 

44.8% 

33.5% 

45.5% 

45.0% 

4.0% 

14.4% 

1.7% 

5.2% 

4.1% 

2.1% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

Q2（２）省エネルギー性能の高いエアコン、冷蔵庫、テレビ

（県民調査）n=909 

問22（３） 省エネルギー性能の高い電気製品（県政世論

調査）n=2,193 

県政世論調査と県民調査との結果比較【③省エネ家電の利用】 

使っている                    今後使いたい                  使いたいとは思わない          

知らない                       無回答                      

「今後使いたい」「使っている」８～９割。以下のとおり県民調査の方が高めな数値が出た。 

52.2% 

47.0% 

39.2% 

41.5% 

48.0% 

53.2% 

4.4% 

3.9% 

4.7% 

1.9% 

1.2% 

2.9% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 

省エネの取組数多い 

省エネの取組数中程度 

省エネの取組数少ない 

Ｇ５：省エネの取組数と省エネ性能の高い家電の利用意向 n=845 

使っている 

今後使いたい 

知っているが使いたいとは思わない 

知らない 

「使っている」人は取組数多い人ほど割合が高く、「今後使いたい」人は取組数が少ない人ほ
ど割合が高かった。 

※「省エネの取組数」 
G１の省エネの取組の設問のうち、
取組数を点数化して整理 
①多 い：７点以上 
②中程度：４～６点 
③少ない：１～３点 

参考資料２ P2 
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【省エネの取組や省エネ型の製品・設備の利用状況等について〔③省エネ家電、④高効率給湯器〕】 

18.2% 

42.0% 

21.1% 

9.4% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 

使っている 

今後使いたい 

知っているが使いたいとは思わない 

知らない 

Ｇ８：効率の高い給湯器（ｴｺｷｭｰﾄ､ｴｺｼﾞｮｰｽﾞ等）n=909 

・既に省エネ家電を使っている人（３～４割）でも「買換えにメリットを感じたら買い換える」人
が２／３程度いることから、買換えのタイミングを捉えてメリットをPRしていく必要がある。 
 

・なお、県政世論調査では、省エネ製品の購入理由を尋ねたところ、製品の買換えや新築・改築な
どの導入のタイミングがあったとの回答が５２．９％であった。 

38.6% 

57.3% 

67.0% 

42.2% 

53.6% 

41.7% 

30.2% 

48.9% 

5.8% 

1.0% 

1.9% 

4.4% 

2.1% 

0.0% 

0.9% 

4.4% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 

機器が故障するまで買い換えない 

機器が故障していなくても、機器を長期間十分に使用したら買い換

える 

機器を長期間十分に使用していなくても、新しい機器について知

り、買換えにメリットを感じたら買い換える 

機器を使わない、借家に住んでいる等の理由で、買い換える必要

がない 

Ｇ６：省エネ性能の高い家電の利用意向とエアコンの買換えタイミング(n=842) 

使っている 今後使いたい 知っているが使いたいとは思わない 知らない 

18.2% 

13.0% 

42.0% 

37.4% 

21.1% 

33.2% 

9.4% 

12.3% 

9.4% 

4.1% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

Q2（３）効率の高い給湯器（エコキュート、エコジョーズ等）

（県民調査）n=909 

問22（４） 効率の高い給湯機（県政世論調査）n=2,193 

県政世論調査と県民調査の結果比較【④効率の高い給湯器の利用】 

使っている                    今後使いたい                  使いたいとは思わない          

知らない                       無回答                      

・「今後使いたい」が最も多かった。「知っているが使いたいとは思わない」の割合が２～３
割で「LED照明」の数値に比べて高かった。 
 

・以下のとおり県民調査の方が「使っている」の割合が高く、「知っているが使いたいとは思
わない」の割合が低い。 

16.5% 

24.6% 

36.4% 

7.3% 

49.5% 

46.6% 

32.3% 

41.5% 

23.1% 

22.0% 

22.2% 

26.8% 

10.9% 

6.8% 

9.1% 

24.4% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 

機器が故障するまで買い換えない 

機器が故障していなくても、機器を長期間十

分に使用したら買い換える 

機器を長期間十分に使用していなくても、新し

い機器について知り、買換えにメリットを感じ

たら買い換える 

機器を使わない、借家に住んでいる等の理由

で、買い換える必要がない 

Ｇ１１：高効率給湯器の利用意向とエアコンの買換えタイミング(n=798) 

使っている 

今後使いたい 

知っているが使いたいとは思わない 

知らない 

・「今後使いたい人」：エアコンを「機器が故障するまで買い換えない」と回答した人の５
割。⇒買換え進度：１０年程度 
・既に「使っている人」：「買換えにメリットを感じたら買い換える」と回答した人の４割
弱。⇒買換えタイミングを捉えたPRが必要 

・既に省エネ家電を使っている人（３～４割）でも「買換えにメリットを感じたら買い換える」人
が２／３程度いることから、買換えのタイミングを捉えてメリットをPRしていく必要がある。 
 

・なお、県政世論調査では、省エネ製品の購入理由を尋ねたところ、製品の買換えや新築・改築な
どの導入のタイミングがあったとの回答が５２．９％であった。 

参考資料２ P3 
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25.3% 

41.1% 

19.5% 

4.7% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 

使っている 

今後使いたい 

知っているが使いたいとは思わない 

知らない 

Ｇ１２：建物の断熱化（二重ｶﾞﾗｽ､断熱壁等）n=909 

8.3% 

55.0% 

22.2% 

2.9% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

使っている 

今後使いたい 

知っているが使いたいとは思わない 

知らない 

Ｇ１６：ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰ自動車（EV､HV､CNG車）n=909 

31.1% 

23.9% 

17.1% 

21.2% 

42.5% 

51.2% 

57.1% 

36.5% 

22.0% 

21.1% 

8.6% 

30.8% 

4.3% 

3.8% 

17.1% 

11.5% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 

検針票等で電気やガス等の使用量や支払金額を毎

月確認している 

毎月確認はしていないが、おおよその電気やガス等

の使用量や支払金額は知っている 

電気やガス等の使用量や支払金額についてはよく

分からない 

関心はない 

Ｇ１４：省エネへの関心・行動具合と建物の断熱化の意向n=763 

使っている 

今後使いたい 

知っているが使いたいとは思わない 

知らない 

【省エネの取組や省エネ型の製品・設備の利用状況等について〔⑤建物の断熱化、⑥ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰ自動車〕】 

25.3% 

17.2% 

41.1% 

35.3% 

19.5% 

34.7% 

4.7% 

9.4% 

9.4% 

3.4% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

Q2（４）建物の断熱化（二重ガラス、断熱壁等)（県民調

査）n=909 

問22（５） 建物の断熱改修（県政世論調査）n=2,193 

県政世論調査と県民調査との結果比較【⑥建物の断熱化】 

使っている                    今後使いたい                  使いたいとは思わない          

知らない                       無回答                      

・「今後使いたい」が４割以上で最も多かった。「使っている」も１／４であった。 
 

・以下のとおり県民調査の方が「今後使いたい」「使っている」の割合が高く、「知っている
が使いとは思わない」の割合が低い。 

・電気・ガス代の使用量や支払金額を知っているかどうかに関わらず、「今後使いたい」が３
６．５～５７．１％と最も多かった。 
・「今後使いたい」と回答した人は、電気・ガス代の使用量や支払金額を知らない人ほど高
かった。 

・「今後使いたい」が５５％で最も多かった。「使っている」人は８％であった。 
 

・以下のとおり県民調査の方が「今後使いたい」「使っている」の割合が高く、「知っている
が使いたいとは思わない」の割合が低い。 

参考資料２ P4 
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5.1% 

3.6% 

14.1% 

35.9% 

14.9% 

20.5% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 

既に設置している 

設置費用を一括で払ってでも今後設置し

たい 

設置費用を分割払いできるなら今後設置

したい 

自ら設置するのは難しいので、別の形で普

及に貢献したい 

自ら設置することにも、別の形で普及に貢

献することにも興味はない 

よくわからない 

Ｇ１９：家庭での太陽光発電の利用についての考えn=909    

8.3% 

5.9% 

55.0% 

46.4% 

22.2% 

35.5% 

2.9% 

7.8% 

11.7% 

4.4% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

Q2（５）ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰ自動車(電気自動車、ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

車、天然ｶﾞｽ車等)（県民調査）n=909 

問22（６） クリーンエネルギー自動車（県政世論調査）
n=2,193 

県政世論調査と県民調査の結果比較【⑦ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰ自動車の利用】 

使っている                    今後使いたい                  使いたいとは思わない          

知らない                       無回答                      

【省エネの取組や省エネ型の製品・設備の利用状況等について〔⑥ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰ自動車〕】 

13.0% 

9.1% 

5.2% 

7.1% 

68.5% 

64.5% 

56.3% 

57.1% 

16.7% 

23.3% 

35.6% 

28.6% 

1.9% 

3.1% 

3.0% 

7.1% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 

4点（地球温暖化への関心が非常に高い） 

3点（地球温暖化への関心が高い） 

2点（地球温暖化への関心が低い） 

1点（地球温暖化への関心が非常に低い） 

Ｇ１８：地球温暖化への関心の高さと 

ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰ自動車の利用意向 n=755 

使っている 

今後使いたい 

知っているが使いたいとは思わない 

知らない 

※「地球温暖化への関心の高さ」 
  問７ 地球温暖化に関する３設問 

  を得点化した上で合計し、 

・合計得点１０～１２点を４点、 

・合計得点７～９点を３点、 

・合計得点４～６点を２点、 

・合計得点１～３点を１点 を付与 

・地球温暖化の関心が高い人ほど使いたいと考えている。 
・県政世論調査で、購入した理由：買換えや新築・改築など導入のタイミングがあった→４６．９％、 
 購入していない理由：買換えや新築・改築など導入のタイミングがない→３１．４％ 
⇒タイミングを捉えて、地球温暖化の関心の高い人にメリットをＰＲしていくと購入が進む可能性 

【家庭での太陽光発電の利用について】 

5.1% 

4.0% 

17.7% 

38.1% 

50.7% 

47.1% 

20.5% 

7.8% 

6.1% 

3.1% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

Q3 家庭での太陽光発電の利用についての考えや状況

（県民調査）n=909 

問22（１） 太陽光発電（県政世論調査）n=2,193 

県政世論調査と県民調査との結果比較【③太陽光発電の利用】 

使っている                    今後使いたい                  

使いたいとは思わない          知らない・よくわからない                      

 無回答                      

・「自ら設置するのは難しいので、別の形で普及に貢献したい」人：３５．９％、 
 「よくわからない」「設置にも貢献にも興味はない」人：３５．４％にも上る。 
  一方、「既に設置している」「今後設置したい」人の合計：２２．８％である。 
 

・ 全面的な普及⇒何か大きな社会の変化や制度の変化がないと難しそうだと推測される 
 
・ 以下のとおり、県民調査の方が「今後使いたい」が少なく、「知らない・よくわからな 
  い」が多い⇒回答者に占める高齢者の割合が高い可能性がある。 

参考資料２ P5 
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30.7% 

34.4% 

15.3% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 

割高でも太陽光で発電した電気を買う（電力を

消費者が選べるようになった場合） 

自宅の屋根を太陽光発電をする事業者に貸し

出す 

太陽光発電事業を行うファンド(基金)や事業会

社に投資する 

Ｇ２３：自ら設置しないが普及に貢献したい人の考えn=326 

【家庭での太陽光発電の利用について】 

5.5% 

5.9% 

4.1% 

2.8% 

9.1% 

3.9% 

2.1% 

0.0% 

13.6% 

15.3% 

17.1% 

8.3% 

48.2% 

37.5% 

33.6% 

38.9% 

10.9% 

16.9% 

17.8% 

11.1% 

12.7% 

20.4% 

25.3% 

38.9% 

0% 20% 40% 60% 

4点（地球温暖化への関心が非常に高い） 

3点（地球温暖化への関心が高い） 

2点（地球温暖化への関心が低い） 

1点（地球温暖化への関心が非常に低い） 

Ｇ２１：地球温暖化の関心度別の太陽光発電設備の設置意向n=801 

既に設置している 

設置費用を一括で払ってでも今

後設置したい 

設置費用を分割払いできるなら

今後設置したい 

自ら設置するのは難しいので、

別の形で普及に貢献したい 

自ら設置することにも、別の形で

普及に貢献することにも興味は

ない 
よくわからない 

・地球温暖化への関心度が高い人ほど何らかのアクションを起こそうと考えている。 

・「自宅の屋根を貸し出す」と「太陽光発電の電気を買う」が３割以上となった。 

23.2% 

38.3% 

46.1% 

30.0% 

58.9% 

45.7% 

30.4% 

70.0% 

17.9% 

16.0% 

23.5% 

0.0% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 

２０～３０代 

４０～５０代 

６０代以上 

不明 

Ｇ２４：年代別の自ら設置しないが普及に貢献したい人の考えn=262 

割高でも太陽光で発電した電気を買う（電力を消

費者が選べるようになった場合） 

自宅の屋根を太陽光発電をする事業者に貸し出

す 

太陽光発電事業を行うファンド(基金)や事業会社

に投資する 

・屋根貸しを選択した人が若い人が多い。手持ちのお金を減らしたくないという心理が働いているか。 
・屋根貸し以外の方法を高齢の人が選択している。年齢とともに住宅も古くなり、住宅の強度が落ちてく
ること、年齢の関係で１０年・２０年先が見通せなくなるなどの心理が働いている可能性がある。 

45.7% 

37.9% 

28.2% 

54.5% 

39.1% 

42.5% 

51.3% 

18.2% 

15.2% 

19.6% 

20.5% 

27.3% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

4点（地球温暖化への関心が非常に高

い） 

3点（地球温暖化への関心が高い） 

2点（地球温暖化への関心が低い） 

1点（地球温暖化への関心が非常に低

い） 

Ｇ２５：地球温暖化の関心度別の自ら設置しないが普及に貢献したい人の考え
n=249 

割高でも太陽光で発電した

電気を買う（電力を消費者

が選べるようになった場合） 

自宅の屋根を太陽光発電を

する事業者に貸し出す 

太陽光発電事業を行うファ

ンド(基金)や事業会社に投

資する 

・地球温暖化への関心度が高い人ほど、太陽光発電普及に対し負担を厭わないことが考えられる。 
・一方で、関心度が低い人ほど、お金に注目しており、実際に手間がかかる方法ではなく、お金で解決
できる方向を志向していると想像される。 

参考資料２ P6 
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22.2% 

67.1% 

55.1% 

21.3% 

51.7% 

2.4% 

4.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 

設置費用が高くても元が取れるから 

温暖化対策に役立つから 

災害時等停電したときにも利用できるから 

新築・改築など導入のための良いタイミングがあるから 

購入の補助や発電した電気を買い取る制度があるから 

電話による勧誘や訪問販売を受けたから 

その他 

Ｇ２６：設備を設置した又は今後設置したい理由（複数回答）n=207 

59.2% 

37.7% 

13.0% 

34.3% 

31.9% 

12.8% 

6.9% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 

値段が高いから 

維持や廃棄の費用や手間が心配だから 

発電能力に不安があるから 

新築・改築などの導入のための良いタイミン

グがないから 

借家・集合住宅で導入が困難だから 

日当たりや屋根に問題があり導入が困難だ

から 

その他 

Ｇ２８：自ら設置が難しい又は興味のない理由（複数回答）n=461 

【家庭での太陽光発電の利用について】 

・災害時の停電でも使える、補助や電気の買取制度があるからが高い割合であった。 
※「温暖化対策に役立つから」については、温暖化対策課発のアンケートであり、相当なバイ
アスがかかっていると思われる。 

・やはりまだまだ高価である。 
・「借家・集合住宅で導入が困難だから」「日当たりや屋根に問題があり導入が困難だから」など物理的
に難しい人の割合も高いことが分かる。 
・「維持や廃棄の費用や手間が心配だから」「発電能力に不安があるから」も多く、設備そのものに不安
を感じていることが分かる。 

33.0% 

34.6% 

25.6% 

30.0% 

22.0% 

18.6% 

18.4% 

16.7% 

7.8% 

5.9% 

6.5% 

6.7% 

11.9% 

16.0% 

21.5% 

20.0% 

19.3% 

16.7% 

14.0% 

20.0% 

3.2% 

5.6% 

9.1% 

6.7% 

2.8% 

2.6% 

4.9% 

0.0% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 

２０～３０

代 

４０～５０

代 

６０代以上 

不明 

Ｇ２９：年代別の太陽光発電設備を自ら設置するのが難しい理由（複数回答）n=461  

値段が高いから 

維持や廃棄の費用や

手間が心配だから 

発電能力に不安があ

るから 

新築・改築などの導入

のための良いタイミン

グがないから 
借家・集合住宅で導入

が困難だから 

日当たりや屋根に問題

があり導入が困難だか

ら 
その他 

・若い人は値段が高いことが一番のネックになっていることが考えられるのに対し、高齢の人はタイミン
グや屋根の問題が大きくなっていることが考えられる。 

参考資料２ P7 
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17.2% 

30.4% 

27.0% 

14.2% 

1.9% 

0% 10% 20% 30% 40% 

製品価格にかかわらず省エネ性能の高い製品を購入する 

省エネ性能による運転費用の節約分がもっとはっきりわかるようにな

れば、購入する 

省エネ性能による運転費用の節約分で製品の価格差が回収できるな

ら購入する 

省エネ性能のことは特段考慮しない 

その他 

Ｇ３３：エアコンはどの場合に省エネ型製品を選ぶかn=909 

55.7% 

23.1% 

12.2% 

5.2% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

機器が故障するまで買い換えない 

機器が故障していなくても、機器を長期間十分に使用したら買い換え

る 

機器を長期間十分に使用していなくても、新しい機器について知り、買

換えにメリットを感じたら買い換える 

機器を使わない、借家に住んでいる等の理由で、買い換える必要がな

い 

Ｇ３０：どのタイミングでエアコンを買い換えるかn=909 

【エアコンの買換えについて】 

・日本人の「もったいない意識が高い」ことを反映した結果となった。物への愛着、買い換えによる新しい
機器を導入する際の煩わしさなどが複合的に関わっている可能性がある。 

55.4% 

60.7% 

70.3% 

62.5% 

24.2% 

27.2% 

10.8% 

26.8% 

15.2% 

9.8% 

8.1% 

3.6% 

5.3% 

2.2% 

10.8% 

7.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 

検針票等で電気やガス等の使用量や支払

金額を毎月確認している 

毎月確認はしていないが、おおよその電気

やガス等の使用量や支払金額は知っている 

電気やガス等の使用量や支払金額につい

てはよく分からない 

関心はない 

Ｇ３２：省エネへの関心・行動具合とエアコン買換えタイミングn=812 

機器が故障するまで買い換え

ない 

機器が故障していなくても、機

器を長期間十分に使用したら

買い換える 

機器を長期間十分に使用して

いなくても、新しい機器につい

て知り、買換えにメリットを感じ

たら買い換える 

機器を使わない、借家に住ん

でいる等の理由で、買い換え

る必要がない 

・エアコンの買換えは「機器が故障するまで買い換えない」人が圧倒的な中で、電気やガスの使用量や
支払金額を毎月確認している、いわば省エネへの関心・行動具合が高い人は合理的に考えた上で行
動している割合が高いと考えられる。 
  反対に、省エネへの関心・行動具合が低い人については、あまり意識せずに機器が故障するまで使
い続けている可能性が高いと考えられる。 

・省エネ型エアコンのライフサイクルコストが、通常型のコストよりも下回ることがわかれば、省エネ型製品
を選ぶ可能性が高い。 

10.6% 

15.8% 

25.1% 

23.1% 

36.5% 

31.5% 

33.8% 

26.9% 

33.9% 

36.1% 

23.7% 

26.9% 

18.0% 

15.8% 

14.4% 

15.4% 

1.1% 

0.8% 

3.0% 

7.7% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 

２０～３０代 

４０～５０代 

６０代以上 

不明 

Ｇ３４：年代別の省エネエアコンを購入する動機n=823 

製品価格にかかわらず省エネ性能の高い製

品を購入する 

省エネ性能による運転費用の節約分がもっと

はっきりわかるようになれば、購入する 

省エネ性能による運転費用の節約分で製品の

価格差が回収できるなら購入する 

省エネ性能のことは特段考慮しない 

その他 

・高齢になるほど省エネ性能に意を用いる人が多く、若くなるほど省エネ性能に意を用いない人が多い
ことが判明した。 

参考資料２ P8 
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29.7% 

24.8% 

5.2% 

11.2% 

17.6% 

3.2% 

4.2% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 

家を新築するとき（断熱化されている住宅を購入する場合を含む） 

耐震補強、設備の老朽化、バリアフリー化等に対応して家の増改築やリ

フォームをするとき 

温暖化対策のために必要と感じたとき 

断熱化されていなくても、現在の居住環境に満足しているので、改修の

予定はない 

借家や集合住宅に住んでいるため、断熱化はできない 

自分の住まいが断熱化されているかどうか知らないので、判断できない 

その他 

Ｇ３８：どのタイミングで住宅を断熱化するかn=909 

【エアコンの買換えについて】 

25.5% 

17.1% 

22.5% 

10.8% 

23.6% 

35.4% 

35.9% 

24.3% 

37.7% 

30.8% 

20.4% 

37.8% 

13.2% 

14.7% 

17.6% 

24.3% 

0.0% 

2.0% 

3.5% 

2.7% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 

4点（地球温暖化への関心が非常に高い） 

3点（地球温暖化への関心が高い） 

2点（地球温暖化への関心が低い） 

1点（地球温暖化への関心が非常に低い） 

Ｇ３７：温暖化の関心度別の省エネエアコンを購入する動機n=776 

製品価格にかかわらず省エネ性能の高い製

品を購入する 

省エネ性能による運転費用の節約分がもっと

はっきりわかるようになれば、購入する 

省エネ性能による運転費用の節約分で製品

の価格差が回収できるなら購入する 

省エネ性能のことは特段考慮しない 

その他 

・地球温暖化への関心度の高い層には、価格差のメリットが明確に示せれば実際に購入する可能性が
高くなると考えられる。 

【住宅の断熱化について】 

・ 「家を新築するとき」が２９．７％と最も多く、次いで「耐震補強、設備の老朽化、バリアフリー化等に対
応して家の増改築やリフォームをするとき」が２４．８％だった。 

40.5% 

34.2% 

25.1% 

17.9% 

15.4% 

33.1% 

26.1% 

28.6% 

3.6% 

3.1% 

7.7% 

7.1% 

8.2% 

6.6% 

16.4% 

17.9% 

24.1% 

17.1% 

16.1% 

21.4% 

6.2% 

2.3% 

2.8% 

0.0% 

2.1% 

3.5% 

5.9% 

7.1% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

２０～３０代 

４０～５０代 

６０代以上 

不明 

Ｇ３９：年代別でどのタイミングで住宅を断熱化するかn=871   

家を新築するとき（断熱化されている住宅を購入

する場合を含む） 

耐震補強、設備の老朽化、バリアフリー化等に対

応して家の増改築やリフォームをするとき 

温暖化対策のために必要と感じたとき 

断熱化されていなくても、現在の居住環境に満足

しているので、改修の予定はない 

借家や集合住宅に住んでいるため、断熱化はで

きない 

自分の住まいが断熱化されているかどうか知らな

いので、判断できない 

その他 

・「家を新築するとき」と「リフォームをするとき」が断熱化の２大タイミングである。 
・２０～３０代では借家や集合住宅から新築をするタイミングが断熱化するタイミングか。 
・６０代以上は改修予定がない割合も増える。老後を見据えたリフォームをするときがタイミングか。 

29.6% 

32.6% 

31.8% 

14.6% 

30.6% 

28.0% 

21.2% 

19.5% 

6.5% 

4.5% 

6.0% 

4.9% 

8.3% 

9.5% 

15.2% 

34.1% 

14.8% 

18.6% 

18.5% 

17.1% 

3.7% 

3.5% 

1.3% 

2.4% 

6.5% 

3.3% 

6.0% 

7.3% 

0% 10% 20% 30% 40% 

4点（地球温暖化への関

心が非常に高い） 

3点（地球温暖化への関

心が高い） 

2点（地球温暖化への関

心が低い） 

1点（地球温暖化への関

心が非常に低い） 

Ｇ４０：地球温暖化の関心度別でどのタイミングで住宅を断熱化するかn=815 

家を新築するとき（断熱化されている住宅を購入する場合

を含む） 

耐震補強、設備の老朽化、バリアフリー化等に対応して家

の増改築やリフォームをするとき 

温暖化対策のために必要と感じたとき 

断熱化されていなくても、現在の居住環境に満足している

ので、改修の予定はない 

借家や集合住宅に住んでいるため、断熱化はできない 

自分の住まいが断熱化されているかどうか知らないので、

判断できない 

その他 

・地球温暖化への関心が高い人は、地球温暖化対策のためにも何とか断熱化をしたいと考えている。 

参考資料２ P9 
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【地球温暖化問題やエネルギー使用量に対するお考えについて】 

34.1% 

10.0% 

42.6% 

4.1% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

断熱化の費用が光熱費の節約分で10年程度で回収できれば断

熱化する 

断熱化の費用が光熱費の節約分で居住期間（例：20年以上）内に

回収できれば断熱化する 

温暖化対策になる、結露が防げる、健康によいなどの効果があれ

ば、断熱化費用の光熱費の節約分による回収期間の長さにかか

わらず、断熱化する 

その他 

Ｇ４１：住宅の断熱化をする条件n=542 

12.2% 

57.6% 

17.6% 

4.8% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 

4点（地球温暖化への関心が非常に高い） 

3点（地球温暖化への関心が高い） 

2点（地球温暖化への関心が低い） 

1点（地球温暖化への関心が非常に低い） 

Ｇ４３：地球温暖化の考え方に対する態度n=909 

21.9% 

54.2% 

11.2% 

2.3% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

非常にそう思う 

どちらかといえばそう思う 

どちらかといえばそう思わない 

まったくそう思わない 

Ｇ４４：私の行動が地球温暖化防止につながるn=909 

【住宅の断熱化について】 

・「温暖化対策になる、結露が防げる、健康によいなどの効果があれば、断熱化費用の光熱費の節約分に
よる回収期間の長さに関わらず、断熱化する」と「断熱化の費用が光熱費の節約分で１０年程度で回収でき
れば断熱化する」と答えた人が多かった。 

50.0% 

37.4% 

30.1% 

46.2% 

11.6% 

9.9% 

12.2% 

0.0% 

35.7% 

49.1% 

51.5% 

46.2% 

2.7% 

3.5% 

6.1% 

7.7% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

２０～３０

代 

４０～５０

代 

６０代以上 

不明 

Ｇ４２：年代別の住宅を断熱化する条件n=542 

断熱化の費用が光熱費の節約分で10年程度

で回収できれば断熱化する 

断熱化の費用が光熱費の節約分で居住期間

（例：20年以上）内に回収できれば断熱化す

る 

温暖化対策になる、結露が防げる、健康によ

いなどの効果があれば、断熱化費用の光熱

費の節約分による回収期間の長さにかかわ

らず、断熱化する 

その他 

・年齢によって断熱化の条件がかなり異なることが分かった。若い世代の方が、経済的なゆとりのないせい
か、費用対効果に敏感であると考えられる。 

・Ｑ７（１）「私の行動が地球温暖化防止につながる」、（２）「私の地球温暖化への影響は非常に小さい」、
（３）「温暖化防止のため何をしていいかわからない」という３つの変数から、因子分析によって１つの因子を
抽出したことで、地球温暖化への考え方、関心度が高いか低いかが表現できることになった。 
さらに単純化するため、（１）～（３）までの設問を得点化（※）した上で合計し、合計得点１０～１２点を４点、
合計得点７～９点を３点、合計得点４～６点を２点、合計得点１～３点を１点とした。 
※（１）「私の行動が地球温暖化防止につながる」は他の設問と選択肢の方向性の±が逆であるため、４点
→１点、３点→２点、２点→３点、１点→４点と反転させている。 

参考資料２ P10 
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10.7% 

42.0% 

24.0% 

9.1% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 

非常にそう思う 

どちらかといえばそう思う 

どちらかといえばそう思わない 

まったくそう思わない 

Ｇ４５：私の地球温暖化への影響は非常に小さいn=909 

9.0% 

37.7% 

25.7% 

12.8% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 

非常にそう思う 

どちらかといえばそう思う 

どちらかといえばそう思わない 

まったくそう思わない 

Ｇ４６：温暖化防止のため何をしていいかわからないn=909 

関心はない, 6.2% 

関心はある, 86.7% 

不明, 
7.2% 

Ｇ４７：自宅のエネルギー使用量を減らすことの関心n=909 

関心はない, 6.2% 

検針票等で電気やガ

ス等の使用量や支払

金額を毎月確認して

いる, 56.1% 

毎月確認はしていないが、

おおよその電気やガス等

の使用量や支払金額は

知っている, 25.6% 

電気やガス等の使用量や

支払金額についてはよく分

からない, 4.1% 
不明計, 

8.0% 

Ｇ４８：全体の中での減らすことに関心があると答えた人の状況n=909 

9.1% 

14.4% 

40.8% 

27.3% 

44.6% 

29.6% 

14.4% 

2.3% 

11.3% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 

必要な情報を提出すると、家庭のエネルギー使用量とその削減方法を教え

てくれる面接による専門家のアドバイス 

家庭を訪問して使用中の機器を点検し、買換えのメリット、デメリットを教えて

くれる専門家のアドバイス 

必要な情報を入力すると、家庭のエネルギー使用量とその削減方法が分か

るホームページ 

機器の情報を入力すると、機器の買換えによる省エネ効果が計算できるホー

ムページ 

不要な照明を消すなど、省エネの取組ごとにエネルギー使用量の削減効果

とメリット(節約分は何円等)がわかりやすく示されているチェックリスト 

時間帯別、利用機器別のきめ細かいエネルギー消費量をわかりやすく提供

してくれる機器 

買換えによるエネルギー使用量の削減分を担保に購入費用を融資する制度 

その他 

特に利用してみたいものはない 

Ｇ４９：ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量の削減のため、利用してみたいｻｰﾋﾞｽや機器（複数回答）n=909 

【地球温暖化問題やエネルギー使用量に対するお考えについて】 

・非接触系のホームページやチェックリストが好評であった。さらに「時間帯別、利用機器別のきめ細かいエ
ネルギー消費量をわかりやすく提供してくれる機器」である「ＨＥＭＳ」も３割は利用してみたいという数字が
出た。反対に面接や融資などは敬遠された。 

・東日本大震災以後、電気を中心にエネルギーの使用量や支払金額について、多くの県民が敏感になっ
ていることがうかがえる。 

参考資料２ P11 
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45.7% 

17.6% 

29.0% 

1.8% 

1.3% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

以前から意識していたが、昨春の計画停電等を受けてより一層意

識するようになった 

以前から意識していたので、昨春の計画停電等に関わらず意識は

あまり変わらない 

以前は意識していなかったが、昨春の計画停電等を受けて意識す

るようになった 

以前から意識しておらず、昨春の計画停電等を受けても変わらず

意識していない 

その他 

Ｇ５２：計画停電等で節電や省エネ意識は変わったかn=909 

【地球温暖化問題やエネルギー使用量に対する考えについて】 

14.1% 

7.8% 

7.8% 

13.3% 

16.0% 

14.7% 

11.1% 

20.0% 

46.6% 

41.4% 

36.7% 

23.3% 

33.1% 

26.1% 

26.7% 

20.0% 

56.4% 

45.9% 

30.6% 

40.0% 

33.7% 

28.9% 

26.1% 

40.0% 

17.2% 

14.0% 

13.9% 

10.0% 

2.5% 

2.4% 

1.7% 

3.3% 

11.0% 

10.1% 

15.6% 

10.0% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

省エネの取組数

多い 

省エネの取組数

中程度 

省エネの取組数

少ない 

無回答 

Ｇ５０：省エネの取組数別の省エネのために利用してみたいサービスと機器n=909  

必要な情報を提出すると、家庭のエネルギー使用量

とその削減方法を教えてくれる面接による専門家の

アドバイス 

家庭を訪問して使用中の機器を点検し、買換えのメ

リット、デメリットを教えてくれる専門家のアドバイス 

必要な情報を入力すると、家庭のエネルギー使用量

とその削減方法が分かるホームページ 

機器の情報を入力すると、機器の買換えによる省エ

ネ効果が計算できるホームページ 

不要な照明を消すなど、省エネの取組ごとにエネル

ギー使用量の削減効果とメリット(節約分は何円等)

がわかりやすく示されているチェックリスト 

時間帯別、利用機器別のきめ細かいエネルギー消

費量をわかりやすく提供してくれる機器 

買換えによるエネルギー使用量の削減分を担保に

購入費用を融資する制度 

その他 

特に利用してみたいものはない 

・「エネルギー使用量の削減方法を教えてくれる面接による専門家のアドバイス」と回答した人は、省エネの取組数が
多い層で１６．０％、取組数が中程度の層で１４．７％、取組数が少ない層で１１．１％と多い層ほど高かった。 
・「特に利用してみたいサービスはない」と回答した人の割合は、省エネの取組数が少ない層の中では１５．６％と比
較的高かった。 

・大きく括ると計画停電等で意識が変わった人は７５％、変わらなかった人は１９％であった。 

41.9% 

50.5% 

27.3% 

23.3% 

31.6% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

高温に耐えられる農作物の品種の育成や高温障害を軽減する栽

培技術の開発 

台風の強大化や、豪雨等を想定した堤防の整備や橋梁の強化 

防災に関する情報の提供や防災訓練の実施 

熱中症や光化学オキシダントに関する注意情報の提供 

野生生物や植物の保護 

Ｇ５４：温暖化対策として取り組むべき対策で重要なもの（複数回答）n=909 

28.2% 

42.5% 

35.6% 

56.7% 

30.7% 

50.2% 

48.3% 

63.3% 

21.5% 

27.2% 

26.7% 

26.7% 

6.7% 

23.9% 

22.2% 

50.0% 

31.3% 

29.1% 

25.6% 

43.3% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 

4点（地球温暖化へ

の関心が非常に高

い） 

3点（地球温暖化へ

の関心が高い） 

2点（地球温暖化へ

の関心が低い） 

1点（地球温暖化へ

の関心が非常に低

い） 

Ｇ５６：地球温暖化の関心度別の温暖化対策として取り組むべき重要対策（複数回

答）n=909 

高温に耐えられる農作物の品

種の育成や高温障害を軽減す

る栽培技術の開発 

台風の強大化や、豪雨等を想

定した堤防の整備や橋梁の強

化 

防災に関する情報の提供や防

災訓練の実施 

熱中症や光化学オキシダントに

関する注意情報の提供 

野生生物や植物の保護 

・ 「台風の強大化や豪雨等を想定した堤防の整備や橋梁の強化」に取り組むべきという割合が全体
的に高く、その中でも地球温暖化への関心度が高い人より低い人が高かった。 
・「野生生物や植物の保護」は「地球温暖化への関心度が高い」人の中で重要視されており、逆に
「熱中症などの注意情報」は、「地球温暖化への関心度が高い」人の中では優先順位が低かった。 

・最も割合の高い台風や豪雨への対策については、人命に影響する被害であるため理解できるが、
農作物の品種改良、野生生物や植物の保護が２位、３位であったことが意外である。 

参考資料２ P12 
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6.2% 

20.2% 

34.1% 

34.7% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 

夜型である 

どちらかと言えば夜型に近い 

どちらかと言えば朝型に近い 

朝型である 

Ｇ５７：あなたの生活は夜型かn=909 

7.1% 

60.8% 

3.8% 

21.3% 

6.3% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 

見直す必要はないと思うし、生活を変えることは難しい 

見直す必要はあると思うが、生活を変えることは難しい 

見直す必要はないと思うが、生活を変えることは難しくな

い 

見直す必要はあると思うし、生活を変えることも難しくない 

どちらとも言えない 

Ｇ６０：夜型生活の見直しについての考えn=240（分母：生活が夜型と回答した人） 

17.9% 

6.6% 

1.7% 

0% 5% 10% 15% 20% 

生活を変えることは難しい 

生活を変えることは難しくない 

どちらとも言えない 

Ｇ６１：夜型生活の見直しについての考えn=909（分母：全回答者数） 

【深夜型の生活について】 

・「朝型である」と「どちらかと言えば朝型に近い」の回答が約７割であった。反対に「どちらかと言えば夜
型に近い」が２０．２％、「夜型である」が６．２％で、合計すると２６．４％が夜型であると回答した。 

12.3% 

8.3% 

7.8% 

5.5% 

5.4% 

3.5% 

2.6% 

26.2% 

25.0% 

20.0% 

26.9% 

17.4% 

15.7% 

7.9% 

43.1% 

36.4% 

30.4% 

30.3% 

36.0% 

39.5% 

0.0% 

16.9% 

30.3% 

38.3% 

36.6% 

40.1% 

39.0% 

7.9% 

1.5% 

0.0% 

3.5% 

0.7% 

1.2% 

2.3% 

81.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

２０代 

３０代 

４０代 

５０代 

６０代 

７０歳以上 

不明 

Ｇ５８：年代別の夜型・朝型の生活スタイルn=909 

夜型である 

どちらかと言えば夜型に

近い 

どちらかと言えば朝型に

近い 

朝型である 

無回答 

・若い人ほど夜型であることがわかった。特に２０代は３人に１人以上が夜型であると回答している。 

・G57から全体の２６％が夜型の生活をしており、そのうちの７割は生活を変えるのは難しいと答えている。
その割合は全体の１７．９％に上る。 

参考資料２ P13 
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6.2% 

20.2% 

34.1% 

34.7% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 

夜型である 

どちらかと言えば夜型に近い 

どちらかと言えば朝型に近い 

朝型である 

Ｇ５７：あなたの生活は夜型かn=909 

7.1% 

60.8% 

3.8% 

21.3% 

6.3% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 

見直す必要はないと思うし、生活を変えることは難しい 

見直す必要はあると思うが、生活を変えることは難しい 

見直す必要はないと思うが、生活を変えることは難しくな

い 

見直す必要はあると思うし、生活を変えることも難しくない 

どちらとも言えない 

Ｇ６０：夜型生活の見直しについての考えn=240（分母：生活が夜型と回答した人） 【深夜型の生活について】 

・「朝型である」と「どちらかと言えば朝型に近い」の回答が約７割であった。反対に「どちらかと言えば夜
型に近い」が２０．２％、「夜型である」が６．２％で、合計すると２６．４％が夜型であると回答した。 

12.3% 

8.3% 

7.8% 

5.5% 

5.4% 

3.5% 

2.6% 

26.2% 

25.0% 

20.0% 

26.9% 

17.4% 

15.7% 

7.9% 

43.1% 

36.4% 

30.4% 

30.3% 

36.0% 

39.5% 

0.0% 

16.9% 

30.3% 

38.3% 

36.6% 

40.1% 

39.0% 

7.9% 

1.5% 

0.0% 

3.5% 

0.7% 

1.2% 

2.3% 

81.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

２０代 

３０代 

４０代 

５０代 

６０代 

７０歳以上 

不明 

Ｇ５８：年代別の夜型・朝型の生活スタイルn=909 

夜型である 

どちらかと言えば夜型に

近い 

どちらかと言えば朝型に

近い 

朝型である 

無回答 

・若い人ほど夜型であることがわかった。特に２０代は３人に１人以上が夜型であると回答している。 

・G57から全体の２６％が夜型の生活をしており、そのうちの７割は生活を変えるのは難しいと答えている。
その割合は全体の１７．９％に上る。 

8.0% 

6.8% 

3.1% 

10.2% 

9.4% 

3.0% 

0.0% 

64.0% 

59.1% 

78.1% 

65.3% 

54.7% 

48.5% 

50.0% 

4.0% 

6.8% 

0.0% 

2.0% 

0.0% 

12.1% 

0.0% 

20.0% 

20.5% 

12.5% 

14.3% 

28.3% 

30.3% 

25.0% 

4.0% 

6.8% 

6.3% 

8.2% 

7.5% 

6.1% 

25.0% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

２０代 

３０代 

４０代 

５０代 

６０代 

７０歳以

上 

不明 

Ｇ６１年代別の夜型生活の見直しの考えn=240 

見直す必要はないと思うし、生活

を変えることは難しい 

見直す必要はあると思うが、生活

を変えることは難しい 

見直す必要はないと思うが、生活

を変えることは難しくない 

見直す必要はあると思うし、生活

を変えることも難しくない 

どちらとも言えない 

・生活を変えるのは難しいとしたのは、４０～５０代が最も多く、仕事上で深夜に行動せざるを得ない状況
が見えてきた。 
・夜型生活の見直しは、省エネ型のライフスタイルを推進するという面では地球温暖化対策であるが、そ
れ以外にも就業形態などの労働問題、青少年の健全育成、健康増進など幅広い観点から施策を推進す
べきと考える。 

参考資料２ P14 


